
「患者さんを一人の人として尊重したがん看護の実践」
〜関わりに困難さを感じる事例にどのように向き合い続けるか〜

開会・総会  13：30〜13：４０

鹿児島がん看護研究会 第１８回年次大会総会
大会テーマ

日  時：令和７年９月13日（土）13：30～17：00

場  所：鹿児島大学 桜ヶ丘キャンパス 鶴陵会館
受  付：13：０0開始
参加費：1,000円 年会費：1,000円
※参加者のみなさまから鹿児島がん看護研究会の年会費を集めさせていただきます

<連絡先> 鹿児島がん看護研究会 事務局
社会医療法人博愛会 相良病院（担当：新垣・松山・村野）

TEL 099-222-7116（1620）平日 9時～17時／ FAX 099-227-3633

シンポジウム １４：４０〜１５：５０
座長：鹿児島がん看護研究会代表世話人（相良病院顧問） 江口惠子 先生

テーマ：患者さんに寄り添い続ける看護の実践
〜困難事例にどのように向き合うか

シンポジスト
社会医療法人博愛会 相良病院 がん性疼痛看護認定看護師 坂口 智子さん
公益財団法人慈愛会 いづろ今村病院 緩和ケア認定看護師 中窪尊子さん
（指定発言）訪問看護ステーション てあて 所長 加藤裕子さん

私たち看護職は、患者さん一人ひとりの多様な価値観や意思に直面し、その意向にどのように寄りそってい
けばよいのか、悩みながら関わっています。また、患者さんを尊重した関わりを大切にする一方で、ご家族な
ど周囲の意向が異なったり、医療制度の中で葛藤を抱えたりと困難さを感じる場面も少なくありません。ど
うすることが良いのか、原点に立ち返り、皆さまと共に考え、明日につながる大会にしたいと考えています。
多くの皆様のご参加をお待ちしています。

教育講演   13：４０〜１４：３０
座長：国立大学法人 鹿児島大学病院 がん化学療法認定看護師 市来 博美 先生

テーマ：看護職としてがん患者の経済毒性の問題にどう取り組むか
〜高額療養費制度の見直しをめぐる議論から考える〜

講師：大阪大学大学院医学系研究科 保健学専攻科 准教授

※鹿児島大学病院駐車場をご利用ください

山本 瀬奈 先生

特別講演   １６：００〜１６：５０
座長：鹿児島国際大学 看護学部 学部長  堤 由美子 先生

テーマ：困難だと思われる患者さんへのケアをどのように拓き、
寄り添い続けるか〜事例に学び、事例に向き合うケア
の本質、看護師に求められること

講師：北海道医療大学名誉教授
石垣 靖子 先生

まとめ・閉会  １７：００



FAX 099-227-3633

第18回 鹿児島がん看護研究会年次大会
参加申込票（令和7年9月13日（土）開催）

所属施設名

連絡先 （ご担当者名）
℡ （ ）
Mail:

ふ り が な

所 属 職 種
氏 名

１
病棟   ・  外来  ・  在宅部門 ・ 管理

地域連携がん相談部門 ・ 行政

教育  ・ その他(                             )

看護師・保健師・助産師

准看護師

他（ ）

２
病棟   ・  外来  ・  在宅部門  ・ 管理

地域連携がん相談部門 ・ 行政

教育  ・ その他(                             )

看護師・保健師・助産師

准看護師

他（ ）

３
病棟   ・  外来  ・  在宅部門  ・ 管理

地域連携がん相談部門 ・ 行政

教育  ・ その他(                             )

看護師・保健師・助産師

准看護師

他（ ）

４
病棟   ・  外来  ・  在宅部門 ・ 管理

地域連携がん相談部門 ・ 行政

教育  ・ その他(                             )

看護師・保健師・助産師

准看護師

他（ ）

５
病棟   ・  外来  ・  在宅部門 ・ 管理

地域連携がん相談部門 ・ 行政

教育  ・ その他(                             )

看護師・保健師・助産師

准看護師

他（ ）

６
病棟   ・  外来  ・  在宅部門 ・ 管理

地域連携がん相談部門 ・ 行政

教育  ・ その他(                             )

看護師・保健師・助産師

准看護師

他（ ）

７

病棟   ・  外来  ・  在宅部門 ・ 管理

地域連携がん相談部門 ・ 行政

教育  ・ その他(                             )

看護師・保健師・助産師

准看護師

他（ ）

※締切：令和７年９月10日（水）17時 必着

代表者を筆頭に
お書き下さい
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